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光学顕微鏡は，生物学および医学の分野を中心に，組織，細胞の理解や解析のために広く使われている．

従来の光学顕微鏡で分光計測を行う場合は，光の「強度」の情報のみを議論し，そこからサンプルの形状

や機能の解析を行ってきた．しかし，光は「位相」という情報を持っている．位相計測を行うことで，光

とサンプルのより詳細な相互作用の解析や，光学顕微鏡の高機能化を実現できる．我々は，位相計測が容

易に行える光コム分光法を用いることで，強度と位相の同時計測が可能な新たな光コム顕微鏡の開発を行

ってきた[1,2]．本研究では，レーザー走査型共焦点顕微鏡光学系を採用した光コム顕微鏡の構築を行い，

光の強度と位相の分光情報の同時取得が可能で，光軸方向の空間分解能を有し，レーザー集光による高感

度計測が可能な新たなレーザー走査型光コム分光顕微鏡の開発を行った． 

図 1に実験のセットアップを示す．本研究では，レーザー走査型反射光学系を構築し，サンプルから反

射した光をデュアルコム分光法で計測することで，強度および位相計測を行った．Erファイバー光コム（νc 

= 192 THz, Δν = 2 THz, frep = 100 MHz）から出力された光は，ビーム走査機構と対物レンズを通過してサンプ

ルに集光する．サンプルから反射してきた光はビームスプリッター（BS）で反射され，デュアルコム分光

計（Δfrep = 500 Hz）で，その強度および位相スペクトルを計測する．図 2 に，サンプルにテストチャート

（USAF 1951）のエッジ部分を用いた際の強度画像および位相画像を示す．この顕微鏡において，光の強度

と位相を同時に計測し，約2万枚の分光画像を取得することが可能であることが明らかとなった． 

本研究は，JST，ERATO美濃島知的光シンセサイザプロジェクトの支援を受けて実施された（グラント

番号 JPMJER1304）． 

 

 

Fig. 1. Experimental setup of           Fig. 2. 2D images of test chart (at ν = 192.175 THz),  

optical frequency comb microscopy.          (a) amplitude image, (b) phase image. 
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